
「夢竹炭」2000袋を大牟田市へ
　令和2年7月豪雨で甚大な被害を受けた大
牟田市への災害支援として、八女市から「夢竹炭」
30㍑入り2000袋を贈ることになり9月25日
㈮、八女市役所前で出発式が行われました。「夢
竹炭」は豊富な竹資源を利用した製品を作る第3セクター
立花バンブー株式会社が生産しており、土壌改良などに使
われています。床上浸水した家屋などの床下に散布するこ
とにより、消臭・殺菌・除湿などが期待されます。平成24
年7月の九州北部豪雨災害の際にも市内の被災者へ配布さ
れ、大変喜ばれました。三田村市長は「一日も早く日常生
活が取り戻せるよう願っています」とあいさつしました。

防災の大切さを子どもたちに
　KBC九州朝日放送が行ういのちを守る防災出前授業が9月25
日㈮、星野小にて行われ、5・6年生（30人）が参加しました。今
回はNTT西日本と合同で開催。NTT西日本のICT技術を活用し、
柳川市の六合小6年生と多地点テレビ会議システムで授業を行
いました。講師の太田さん（報道情報局解説委員）などによる防災
授業や、児童同士での学校紹介、平成24年の九州北部豪雨の
被災現場（柳川市）からのドローンを使った中継などを行いました。
これは、防災の大切さを子どもたちに伝えるためにKBC九州朝日
放送が行っている取り組みで、九州北部豪雨で校区内に被害が
発生した、矢部川上流と下流の2校が対象となりました。子ども
たちは「いつ災害が起きてもいいように準備したい」「他校と一緒
に防災授業を学べて楽しかった」といった声が聞かれ、災害の恐
ろしさや事前の準備の大切さ、防災への正しい知識を学びました。

九州電力㈱福岡支店と連携協定
　9月24日㈭、八女市は九州電力株式会社福岡支店（安
部進一郎支店長）と包括連携協定を締結しました。今回
の協定は、八女市と九州電力がそれぞれの能力や技術な
どを出し合い、地域課題の解決に向かって取り組む趣旨
のもと、締結したものです。この協定により、防災、観光、
教育など、八女市が取り組む各分野での協力、連携づく
りを図っていく予定です。安部支店長は、「八女市のまち
づくりに積極的に貢献したい」とあいさつしました。

ハザードマップで避難経路を確認

新聞紙スリッパづくり

テレビ会議システムを使って防災授業

掲載している催し等が新型コロナウイルスの感染拡
大防止のため、変更になる場合があります。市ホー
ムページ、または問い合わせ先で確認してください。

八女市LINE公式アカウント
新型コロナウイルス感染症や災害情報など、
皆さんの暮らしに関わる情報を発信しています。
LINEアカウントID→＠yamecity詳しくはこちら 友だちになってね！

～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる
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８
月
25
日
㈫
か
ら
28
日
㈮
の
４
日

間
に
わ
た
り
、
鹿
児
島
市
で
第
74
回

全
国
茶
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

玉
露
の
部
に
は
、
福
岡
県・埼
玉
県・

静
岡
県
・
愛
知
県
・
三
重
県
・
京
都
府
・

奈
良
県
・
鹿
児
島
県
か
ら
１
１
９
点

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
外
観
・
香
気
・

水
色
・
滋
味
が
そ
れ
ぞ
れ
採
点
さ
れ
、

城
昌
史
さ
ん
（
新
枝
折
製
茶
）
が
農

林
水
産
大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
玉

露
の
部
の
１
位
か
ら
20
位
ま
で
を
八

女
市
が
独
占
し
ま
し
た
。

　

玉
露
の
産
地
賞
１
位
は
20
年
連
続
、

今
年
初
め
て
か
ぶ
せ
茶
部
門
で
産
地

賞
１
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。
各
部
２

等
級
ま
で
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

【
玉
露
】〈
７
位
〉
山
口
勇
製
茶 

山
口

孝
臣
〈
８
位
〉
山
下
蓮
太
郎
〈
９
位
〉

井
上
元
己
〈
10
位
〉（
農
）
み
ど
り
園

大
渕 

野
中
利
彦
〈
11
位
〉
み
ど
り
園

大
渕 

堀
川
祐
助
〈
12
位
〉
山
口
勇
製

茶 

山
口
豪
吉
〈
13
位
〉
み
ど
り
園
大

渕 

豊
田
邦
明
〈
14
位
〉（
農
）
笠
原

緑
茶
組
合 

松
尾
健
一
〈
15
位
〉
宮
原

義
昭
〈
16
位
〉
山
口
浩
志
〈
17
位
〉

伊
藤
直
喜
〈
18
位
〉
宮
原
幸
子

【
普
通
煎
茶
４
㌔
】〈
11
位
〉
農
事
組

合
法
人
八
女
美
緑
園
製
茶 

代
表
江
島

一
信
【
普
通
煎
茶
10
㌔
】〈
14
位
〉
有

限
会
社
グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ル
ド
八
女 

平

井
英
治
〈
19
位
〉農
事
組
合
法
人
彩
香 

桐
明
智
也
【
か
ぶ
せ
茶
】〈
２
位
〉
石

井
製
茶
工
場 

石
井
節
子
（
農
林
水
産

省
生
産
局
長
賞
）〈
４
位
〉
茶
業
部
会

黒
木
支
部 

代
表 

野
中
敏
成
（
全
国
茶

生
産
団
体
連
合
会
会
長
賞
）〈
13
位
〉

石
井
製
茶
工
場 

石
井
貴
寛

【玉露の部】特別賞入賞者（敬称略）

20
年
連
続「
玉
露
の
部
産
地
賞
」

城 
昌
史
さ
ん（
新
枝
折
製
茶
）農
林
水
産
大
臣
賞

新
枝
折
製
茶
（
黒
木
町
）

城じ
ょ
う 

昌ま
さ

史ふ
み

さ
ん

等級 順位 氏　名 特別賞

１ １ 新枝折製茶 城  昌史 農林水産大臣賞

１ ２ 栗原 昭夫 農林水産省生産局長賞

１ ３ 南木屋共同製茶工場
    大久保　忠 社団法人日本茶業中央会会長賞

１ ４ 霊巌寺共同製茶　徳永 毅 全国茶生産団体連合会会長賞

１ ５ 倉住　努 全国茶生産団体連合会会長賞

1 6 グリーンティ日向神  
      月足 靖彦

全国茶商工業協同組合連合会
理事長賞

　
家
は
兼
業
農
家
で
、
22
歳
頃
か
ら
ト

ラ
ッ
ク
の
仕
事
の
傍
ら
父
と
お
茶
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
お
茶
の
入
札
価
格

が
下
が
り
、
手
間
の
か
か
る
玉
露
の
生
産

を
や
め
る
人
が
増
え
て
い
ま
し
た
。
私
は

元
々
伝
統
本
玉
露
に
興
味
が
あ
り
、
父

が
玉
露
を
や
め
る
と
言
っ
た
と
き
『
お
れ

が
や
る
』
と
宣
言
し
、
後
を
継
ぎ
ま
し

た
。
当
時
、
八
女
市
で
は
綱
引
き
チ
ー
ム

八
女
Ｔ
Ｃ
が
全
国
大
会
で
優
勝
す
る
な
ど

活
動
が
盛
ん
で
、
私
も
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
お
茶
農
家

で
、
お
茶
に
つ
い
て
話
を
聞
く
機
会
が
多

く
な
り
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
の

仲
間
と
は
今
も
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
玉
露
は
年
中
作
業
が
あ
り
、
覆
い
掛

け
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
摘
む
時
期
な
ど
１
年

１
年
気
象
条
件
も
違
い
ま
す
。
私
は
平

成
17
年
に
八
女
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国

茶
品
評
会
に
初
め
て
玉
露
を
出
品
し
ま
し

た
。
そ
の
時
の
お
茶
は
、
口
の
中
で
猛
烈

な
甘
み
が
広
が
り
『
こ
れ
だ
』
と
実
感
で

き
る
お
茶
で
、
３
位
に
入
賞
。
そ
れ
か
ら

理
想
の
お
茶
を
求
め
て
頑
張
っ
て
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
な
味
は
出
ま
せ

ん
。
あ
き
ら
め
か
け
た
と
き
も
あ
り
ま
し

た
が
、『
玉
露
あ
っ
て
の
八
女
茶
』
と
の

言
葉
に
励
ま
さ
れ
、
今
年
14
回
目
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
取
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
一
緒
に
お
茶
を
栽
培
を

す
る
妻
や
、
家
族
、
摘
み
手
の
皆
さ
ん
、

お
茶
の
製
造
関
係
の
皆
さ
ん
に
大
変
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
４
月
か
ら
専
業
農
家
に
な
り
、

お
茶
づ
く
り
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
が
納
得
で
き

る
理
想
の
八
女
伝
統
本
玉
露
を
目
指
し
、

妻
や
家
族
と
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

玉
露
日
本
一
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

理
想
の
八
女
伝
統

本
玉
露
の
味
を
求
め
て

日本一になった玉露の茶園で、妻の志穂さん、子どもたちと一緒に日本一になった玉露の茶園で、妻の志穂さん、子どもたちと一緒に
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高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接
種
に
つ
い
て

は
、
10
月
１
日
か
ら
接
種
開
始
に
な
っ
て

い
ま
す
。
広
報
八
女
10
月
１
日
号
で
は
定

期
接
種
対
象
者
の
自
己
負
担
分
に
つ
い
て
、

１
５
０
０
円
と
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、

令
和
２
年
度
に
限
り
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
定
期
接
種
の
自
己
負
担
分
を
福
岡
県
が

助
成
す
る
た
め
無
料
と
な
り
ま
し
た
。

【
対
象
者
】
65
歳
以
上
の
人
ま
た
は
60
歳
か

ら
65
歳
未
満
の
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機

能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
に
機
能
の
障
害
（
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
相
当
）
を
有
す
る
人

【
免
除
証
明
書
が
必
要
な
人
】
次
の
人
に
つ
い

て
は
、
例
年
同
様
、
自
己
負
担
分
を
市
が
負

担
し
ま
す
の
で
、
免
除
証
明
書
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

◦
生
活
保
護
世
帯
の
人
（
福
祉
課
生
活
支
援

係
で
発
行
）

◦
非
課
税
世
帯
の
人
（
健
康
推
進
課
、
各
支

所
市
民
生
活
福
祉
係
で
発
行
）

※
そ
の
ほ
か
、介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
、

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
も
免
除
の
証
明
に
な
り
ま
す

の
で
、
医
療
機
関
に
て
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
保
健
総
務
係

（
☎
２
３・１
２
０
１
）

自
転
車
保
険

入
っ
て
ま
す

か
？

　

全
国
的
に
自
転
車
利
用
者
が
加
害
者
と
な
る
高
額
賠

償
事
例
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
最
近
の
自
転
車

を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
福
岡
県

自
転
車
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
万
が
一
事
故
を
起

こ
し
て
し
ま
っ
た
と
き
に
備
え
て
、
自
転
車
保
険
に
加

入
す
る
な
ど
、
自
転
車
の
安
全
利
用
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
岡
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
→

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
生
活
安
全

課
（
☎
０
９
２・６
４
３・３
１
６
７
）

自転車保険の加入義務（令和 2 年 10 月1日施行）

事故の際の負傷者の救護・警察への報告義務

※事業者・学校は、通勤・通学に自転車を利用する人の保険加入を確認しましょう。

対
象
者

自転車を利用する人
（子どもが利用する
場合はその保護者）

従業員に自転車を
利用させる事業者
自転車貸付業者

（県への届出義務が
あります）

保険加入
義務化

自転車条例改正の主なポイント

その他の改正のポイント

令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら

自
転
車
保
険
へ
の
加
入
が

義
務
と
な
り
ま
し
た

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
、

令
和
２
年
度
は「
無
料
」

に
な
り
ま
し
た

《高額賠償の事例》
小学生が夜間、歩行
中の女性と正面衝
突。女性は頭蓋骨骨
折などで意識不明
の重体となった。

賠償額
約 9,521

万円
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選
挙
は
、
私
た
ち
の
意
思
を

政
治
に
反
映
さ
せ
る
大
切
な
機

会
で
す
。
ま
た
、
私
た
ち
が
主
権

者
と
し
て
政
治
に
参
加
す
る
唯
一

の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
市
政
を
任
せ
ら
れ
る
人
を

自
分
自
身
の
判
断
で
悔
い
の
無

い
よ
う
に
選
び
ま
し
ょ
う
。

仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
出

産
が
近
い
な
ど
の
理
由
で
当
日
投

票
所
へ
行
っ
て
投
票
で
き
な
い
人

は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
八
女
市
役
所
１
０
３
会
議
室
】

【
上
陽
支
所
小
会
議
室
】

【
黒
木
支
所
第
５
会
議
室
】

【
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
１
０
１
研

修
室
】

【
矢
部
公
民
館
】

【
星
野
行
政
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
集

会
室
】

▽
期
間
＝
11
月
2
日
㈪
～
11
月

7
日
㈯

▽
時
間
＝
８
時
30
分
～
20
時

▽
持
参
す
る
も
の
＝
投
票
所
入

場
券
（
届
い
て
い
な
い
時
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
）

　

期
日
前
投
票
は
、
お
住
ま
い
の

地
域
に
か
か
わ
ら
ず
、
右
記
6

か
所
ど
こ
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

八
女
市
予
約
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
「
ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
」
を
利

用
し
て
期
日
前
投
票
を
行
う
場

合
に
、
期
日
前
投
票
所
ま
で
の

往
復
運
賃
を
選
挙
管
理
委
員
会

が
負
担
し
ま
す
。

◦
対
象
地
域
＝
八
女
市
全
域

◦
期
間
＝
11
月
2
日
㈪
～
11
月

6
日
㈮

※
た
だ
し
、
11
月
3
日
㈷
は
除

き
ま
す
。

◦
利
用
方
法
＝
予
約
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
３
・
２
０
０
２
）に
電
話

し
、「
選
挙
に
行
く
」と
伝
え
て

く
だ
さ
い
。登
録
を
さ
れ
て
い
な

い
人
は
事
前
に
利
用
登
録
が
必

要
と
な
り
ま
す
。登
録
に
時
間
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
振
興

課
公
共
交
通
政
策
係
（
☎

２
３
・
１
１
８
９
）

市
長
選
挙
の
投
票
日
に
お
け

る
投
票
は
、
市
の
条
例
で
「
記

号
式
投
票
」で
行
う
よ
う
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
投
票
用
紙
に
候

補
者
の
氏
名
が
あ
ら
か
じ
め
印

刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
投
票
し

よ
う
と
す
る
候
補
者
の
氏
名
の

上
の
欄
に
「
○
」を
書
い
て
く
だ

さ
い
。「
○
」の
他
は
何
も
書
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
期
日
前
投
票
お
よ

び
不
在
者
投
票
の
場
合
は
、
候

補
者
の
氏
名
を
書
い
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
の
場
合
は
、

候
補
者
の
氏
名
だ
け
を
お
書
き

く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
8
日
㈰
21
時
15

分
か
ら

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

２
階
球
技
場

※
開
票
の
状
況
を
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
お
よ
び
Ｆ
Ｍ
八
女
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

(http://w
w
w
.city.yam

e.
fukuoka.jp)

11月8日日は八女市長選挙の投票日です

投票所名 投票会場 投票時間
第  1投票所 福島小学校体育館 ７時～ 20時
第  2投票所 市民会館交流室Ａ（おりなす八女）７時～ 20時
第  3投票所 長峰小学校体育館 ７時～ 20時
第  4投票所 総合体育館研修室 ７時～ 20時
第  5投票所 上妻小学校体育館 ７時～ 20時
第  6投票所 三河小学校体育館 ７時～ 20時
第  7投票所 八幡小学校体育館 ７時～ 20時
第  8投票所 川崎小学校体育館 ７時～ 20時
第  9投票所 忠見小学校体育館 ７時～ 20時
第10投票所 岡山小学校体育館 ７時～ 20時
第11投票所 西中学校体育館 ７時～ 20時
第12投票所 農業活性化センター ７時～19時
第13投票所 研修センター（発心） ７時～19時
第14投票所 黒木地域交流センター（ふじの里）７時～19時
第15投票所 豊岡コミュニティセンター ７時～19時
第16投票所 串毛コミュニティセンター ７時～19時
第17投票所 木屋農村環境改善センター ７時～19時
第18投票所 笠原集会所 ７時～19時

第19投票所 大淵体験交流施設多目的室
（げんき館おおぶち） ７時～19時

第20投票所 立花市民センターイベントホール ７時～ 20時
第21投票所 筑南小学校体育館 ７時～ 20時
第22投票所 白木コミュニティセンター ７時～19時
第23投票所 上辺春体育館（旧上辺春小） ７時～19時
第24投票所 矢部公民館 ７時～19時
第25投票所 星野行政福祉センター大集会室 ７時～19時

※投票日には、投票所入場券に記載
された投票所でしか投票できません。投票所と投票時間

八
女
市
予
約
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
利
用
に
つ
い
て

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す

即
日
開
票

投
票
方
法
に
つ
い
て

◦投票日当日（記号式）

◦期日前投票および不在者投票（記名式）

※点字投票は記名式投票です

八
女
市
長
選
挙
投
票

八
女 

太
郎

福
島 

次
郎

八
女
市
長
選
挙
投
票

八
女 

太
郎

福
島 

次
郎

八
女
市
長
選
挙
投
票

福
島 

次
郎

八
女
市
長
選
挙
投
票

福
島 

次
郎
!

が
ん
ば
れ
！

◉問い合わせ＝
八女市選挙管理委員会事務局

（総務課内）☎２３・１２２４

みんなの一票
大切に！
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７
月
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
農

業
災
害
の
う
ち
、
国
庫
補
助
に
該

当
し
な
い
小
規
模
な
災
害
復
旧
事

業
に
つ
い
て
、
補
助
率
を
拡
充
し
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
補
助
金

の
交
付
を
希
望
す
る
人
は
、
申
請

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
制
度
名
＝
農
地
・
農
業
用
施
設

災
害
復
旧
事
業

◦
要
件
＝

①
令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
被

災
し
た
箇
所
で
国
の
農
地
・
農
業

用
施
設
災
害
事
業
に
該
当
し
な
い

箇
所

②
１
箇
所
の
事
業
費
が
10
万
円
以

上
50
万
円
以
下

③
【
農
地
】
受
益
面
積
２
㌃
以
上

【
農
業
用
施
設
】
受
益
戸
数
２
戸

以
上
で
受
益
面
積
が
20
㌃
以
上

◦
補
助
率
（
農
地
・
農
業
用
施
設
）

▽
災
害
復
旧
事
業
費
の
10
分
の
８

以
内

▽
自
力
施
工
の
場
合
、
機
械
借
上

料
、
燃
料
、
原
材
料
費
等
の
10
分

の
10
以
内

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

▽
第
一
整
備
室
農
林
土
木
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
９
）

▽
各
支
所
建
設
産
業
係

黒
木
支
所
（
☎
４
２
・
１
１
１
７
）

立
花
支
所
（
☎
２
３
・
４
９
４
０
）

上
陽
支
所
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）

矢
部
支
所
（
☎
２
４
・
９
１
４
３
）

星
野
支
所
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

10月 1日号全戸配布チラシ「困っ
た時の相談機関」の訂正について

以下の内容に誤りがありましたの
で、お詫びして訂正します。
▼ DV・セクハラ・男女格差の相談

（誤）八女市女性相談員相談（月
～金）9:15～ 17:15☎ 23・1314
／ や め 女 性 ほ っ と ラ イ ン（ 月
～金 /10:00～ 17:00） ☎ 092・
513・7337 　
　↓

（正）やめ女性のための悩み相談
電話（月～金）９:00 ～ 17:00
☎ 24・9422

▼障がい者・児と家族の相談窓口
（誤）八女地区障害者基幹相談支
援センターリーベル（月～金 /9:00
～ 18:00）※木除く（木 /9:00～
17:15）☎ 22・2610
　↓

（正）八女市障がい者基幹相談
支援センター（月～金 /8:30 ～
17:15）☎ 22・2610
◦問＝健康推進課（☎ 23・1352）

八
女
市
小
規
模
土
地
改
良
事
業
補
助
事

業
〔
災
害
復
旧
〕
補
助
に
つ
い
て

【
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
】

◦
支
給
要
件
＝
次
の
支
給
要
件
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す

▽
65
歳
以
上

▽
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税

▽
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計
が
87

万
９
９
０
０
円
以
下

◦
給
付
額
＝
基
準
額
に
保
険
料
納
付
済
期
間
等

に
応
じ
て
算
出
さ
れ
、
次
の
①
と
②
の
合
計
額

と
な
り
ま
す
。

①
保
険
料
納
付
済
期
間
に
基
づ
く
額
（
月
額
）

＝
５
０
３
０
円
×
保
険
料
納
付
済
期
間
／
４
８

０
月

②
保
険
料
免
除
期
間
に
基
づ
く
額
（
月
額
）
＝

10
万
８
５
６
円
×
保
険
料
免
除
期
間
／
４
８
０

月【障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
】

◦
支
給
要
件
＝
前
年
の
所
得
額
が
４
６
２
万
１

０
０
０
円
以
下

◦
給
付
額
＝

〈
障
害
基
礎
年
金
〉

▽
障
害
等
級
が
２
級
の
人 

５
０
３
０
円（
月
額
）

▽
障
害
等
級
が
１
級
の
人 

６
２
８
８
円（
月
額
）

〈
遺
族
基
礎
年
金
〉

５
０
３
０
円
（
月
額
）

　

対
象
と
な
る
人
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

10
月
中
旬
頃
よ
り
請
求
可
能
な
旨
の
お
知
ら
せ

を
送
付
し
ま
す
。
同
封
の
は
が
き
（
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
請
求
書
）
を
記
入
し
日
本
年
金

機
構
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
３
年
２
月
１
日
ま
で
に
請
求
手
続
き
が

完
了
す
る
と
、
令
和
２
年
８
月
分
か
ら
さ
か
の

ぼ
っ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
令
和
２
年
４
月
２
日
以
降
に
世
帯
変
動
を

行
っ
た
等
で
対
象
者
と
思
わ
れ
る
人
は
日
本
年

金
機
構
（
年
金
事
務
所
）
ま
た
は
市
民
課
市
民・

年
金
係
、
各
支
所
市
民
生
活
福
祉
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』
０
５
７
０
・
０
５
・
１

１
６
５
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を
装
っ
た
不

審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、
口
座
番

号
を
お
聞
き
し
た
り
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を

求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
に
つ
い
て

対
象
と
な
る
人

請
求
手
続
き

問
い
合
わ
せ

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給

者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
受
け
取
り
に
は
請

求
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
ご
案
内
や
事
務
手
続
き
は
、
日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）
が
実
施

し
ま
す
。
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赤
ち
ゃ
ん
は
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
る

と
、
首
の
筋
肉
が
未
発
達
な
た
め
に

脳
が
衝
撃
を
受
け
や
す
く
、
脳
の
損

傷
に
よ
る
重
大
な
障
害
を
負
う
こ
と

や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
命
を
落
と
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
や

ま
ず
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
こ
と
は

誰
に
で
も
起
こ
り
得
ま
す
が
、
決
し
て

揺
さ
ぶ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
万
が
一
、

激
し
く
揺
さ
ぶ
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に

病
院
を
受
診
し
、
そ
の
旨
を
伝
え
ま

し
ょ
う
。

　

言
葉
を
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
赤

ち
ゃ
ん
は
、
泣
く
こ
と
で
、
お
腹
が
す

い
た
、
お
む
つ
が
汚
れ
た
、
抱
っ
こ
し

て
ほ
し
い
、
暑
い
、
寒
い
な
ど
を
伝
え

ま
す
。
お
む
つ
を
替
え
た
り
、
お
っ
ぱ

い
を
飲
ま
せ
た
り
、
抱
っ
こ
し
た
り
、

静
か
な
環
境
に
し
た
り
な
ど
し
て
も
、

赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
や
ま
な
い
時
は
イ
ラ

イ
ラ
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
そ
の
よ

う
な
と
き
は
、
深
呼
吸
し
た
り
、
安

全
な
所
に
赤
ち
ゃ
ん
を
寝
か
せ
て
そ
の

場
か
ら
い
っ
た
ん
離
れ
た
り
、
誰
か
と

話
し
た
り
し
て
、
気
分
転
換
を
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
市
で
は
、
毎
月
子
育
て
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談

日
以
外
で
も
、
何
か
心
配
な
こ
と
が
あ

れ
ば
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
や
め
っ
こ
未
来

館
内
）（
☎
２
４・８
２
８
２
）

　

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
予
防
方
法
は
確
立
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
次

の
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
病
気
の
発

生
を
減
ら
せ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

医
学
上
の
理
由
で
う
つ
ぶ
せ
寝

を
勧
め
ら
れ
て
い
る
場
合
以
外
は
、

赤
ち
ゃ
ん
の
顔
が
見
え
る
あ
お
む

け
に
寝
か
せ
ま
し
ょ
う
。
こ
の
取

り
組
み
は
、
睡
眠
中
の
窒
息
事
故

を
防
ぐ
上
で
も
有
効
で
す
。

　

母
乳
で
育
て
ら
れ
て
い
る
赤

ち
ゃ
ん
の
方
が
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
生

率
が
低
い
と
い
う
こ
と
が
研
究
者

の
調
査
か
ら
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
母
乳
育
児
に
ト
ラ
イ

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

た
ば
こ
は
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
大
き
な

危
険
因
子
で
す
。
妊
娠
中
の
喫
煙

に
よ
り
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重

が
増
え
に
く
く
な
り
、
呼
吸
中
枢

に
も
明
ら
か
に
よ
く
な
い
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
妊
婦
自
身
の
喫
煙
、

妊
婦
や
赤
ち
ゃ
ん
の
そ
ば
で
の
喫

煙
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
身
近
な
人
の
理
解
も
大

切
で
す
の
で
、
日
頃
か
ら
喫
煙
者
に
協
力
を
求
め
ま
し
ょ

う
。 ①

1
歳
に
な
る
ま
で
は
、
寝
か
せ
る
時
は

あ
お
む
け
に
寝
か
せ
ま
し
ょ
う

②
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
ま
し
ょ
う

③
た
ば
こ
を
や
め
ま
し
ょ
う

健 康 コ ラ ム

こんな
ことにも
注意！

　八女市在住の 20 歳～ 74 歳の人で、Ⅰ度
高血圧症（収縮期血圧 140 ～ 159mmHg、
拡張期血圧 90 ～ 99mmHg）で、血圧の治
療をしていない人を対象にした教室を行いま
す。参加費無料。
◦日時＝11月20日㈮　10 時～12 時

（受付・健康チェック 9時30分～9時50分）
◦場所＝おりなす八女研修棟１階 交流室 A
◦定員＝15 人（先着順）
◦持ってくる物＝特定健診結果、筆記用具、
八女市健康ポイントカード
◦内容＝血圧測定など健康チェック、市保
健師、管理栄養士による高血圧予防と食事
についての話です。当日は、味噌汁の塩分
チェックを行いますので、家で作った味噌汁
を 30cc 程度容器に入れてお持ちください。
◦申込期間＝10 月15日㈭～ 23日㈮
◦申込＝健康推進課（☎ 23・1352）

SIDSを知っていますか？
11月は SIDS（乳幼児突然死症候群）対策強化月間です。

― SIDSから赤ちゃんを守ろう ―

　SIDS（乳幼児突然死症候群）とは、それまで元気だった赤ちゃんが睡眠中に何の前ぶれもなく亡くなっ
てしまう病気で、窒息などの事故とは異なります。平成 30 年度には全国で 60 人の赤ちゃんが SIDS で亡
くなっており、乳児期の死亡原因としては第 4 位となっています。

乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群

生活習慣病予防教室（高血圧予防）

赤
ち
ゃ
ん
が
泣
い
た
ら
？

11月の健康だより
子育て支援課（☎ 24･8282）

健康推進課（☎ 23･1352）

♥

62020.10.15　広報八女



広報八女　2020.10.157

野菜たっぷり和風ミネストローネ
八女はおいしい

～ ふるさとの恵み ～

【作り方】
①野菜は 1cm 角、にんにくはみじん切りにする。しめじは石
づきをとってほぐし、食べやすい大きさに切る。
②鍋にオリーブオイルとにんにくを入れて火をつけ、香りが出
たところで、玉ねぎ、セロリ、人参を順に加えてよく炒める。
火が通ったら、キャベツ、しめじも加えて、さらに炒める。
③②にＡを加えて、沸騰したら弱火にして約15 分煮る。味を
見て、塩、こしょうで味を調える。
④皿に盛って、刻んだパセリ（お好みでセロリの葉も）をのせる。

毎日の食卓に野菜料理を一品プラス。野菜を1日350ｇ以上食べましょう。

【材料】4人分
玉ねぎ…80ｇ、人参…60ｇ、キャベツ…80ｇ、セロリ…40ｇ、
しめじ…40ｇ、にんにく…1かけ、オリーブオイル…小さじ2、
塩…少々、こしょう…少々、パセリ…適量
だし汁（昆布・かつお節）…600cc、カットトマト缶…1缶（400g）、
ローリエ…1枚

広報八女　2020.10.157

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

70kcal
3.6g
2.4g

10.6g
550mg
42mg
31mg
0.7mg

3.5g
1.2g

1人分あたりの栄養価

ヘルスアップ21養成講座でのレシピです。具だくさんの
汁物を取り入れて、不足しがちな野菜を補い、感染症を
予防しましょう！ぜひ、作ってみてください。

　感染症拡大を予防しながら実
施します。対象者の皆さんには
個別にお知らせします。

【旧八女市・立花町の皆さん】
◦会場＝やめっこ未来館
◦日にち・対象
11月10日㈫＝10か月児健康診査

（令和2年1月生まれ）
11月18日㈬＝4か月児健康診査

（令和2年7月生まれ）
11月24日㈫＝1歳6か月児健康診
査（平成31年4月生まれ）
11月26日㈭＝3歳児健康診査

（平成29年10月生まれ）
【旧黒木町・上陽町・矢部村・星野
村の皆さん】
◦会場＝ふじの里（黒木）
◦日にち＝11月17日㈫
◦対象＝1歳6か月児健康診査

（平成31年3月と4月生まれ）／
3歳児健康診査（平成29年9月
と10月生まれ）

乳幼児健診 

　心理士による個別相談です。
対象者は小学校就学前までの、
成長発達面に不安がある人です。
予約制のため、ご希望の人は電
話で予約をお受けしています。
気軽にご相談ください。

乳幼児心理相談

　離乳食初期（5 ～ 6か月児）
の講話を行います。定員12人。
託児もありますが、感染症拡大
予防のため、できるだけ保護者
のみでご参加ください。
◦日時＝11月19日㈭ 10時～ 12時
※受付9時30分～ 9時50分　
◦会場＝やめっこ未来館
◦持参品等＝筆記用具、4か月児
健診で配布した離乳食冊子

ベビーズクッキング【要予約】

　住民の皆さんの健やかな毎日
のために、健康相談を行ってい
ます。保健師や管理栄養士が健
康に関するいろいろな相談に応
じます。（《保》は保健師、《栄》
は管理栄養士が従事します）
予約優先。ご希望の人は、電話
で予約を受けています。
◦11月2日㈪10時～ 11時
八女市保健センター 《保･栄》
◦11月5日㈭14時～ 15時
矢部支所 《栄》
◦11月11日㈬10時～ 11時
上陽支所 《保》
◦11月16日㈪10時～ 11時
立花市民センター 《保》
◦11月24日㈫10時～ 11時
黒木支所 《保》
◦11月27日㈮10時～ 11時
星野支所 《保》

健康相談 

　心理士による個別相談です。
対象者は市内在住で、こころに
悩みがある人です。気軽にご
相談ください。要予約。
◦日にち＝11月18日㈬
※受付13時30分～ 15時30分
◦会場＝おりなす八女研修棟 

心理士によるこころの相談

　感染症拡大予防のため、予約
制で実施します。ご希望の人は
問い合わせください。
◦11月4日㈬ 9時30分～ 10時30
分／やめっこ未来館

子育て相談【要予約】

11
月
の
各
種
相
談
・
健
診

★申込・問い合わせ
＝子育て支援課こども未来係（やめっこ未来館☎24・8282）

自然災害や感染症の拡大の状況によっては、変更となる場合がありますのでホームページなどでご確認ください。

★申込・問い合わせ
＝健康推進課保健指導係（☎23・1352）

ご不明な点やお子さんの発達・
発育や育児等について、心配
事やご相談などがありました
ら、子育て支援課こども未来
係（やめっこ未来館内）☎24・
8282 までご連絡ください。

※玉ねぎ・キャベツは八女産

A
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※献血は八女市健康ポイント対象事業です
★印の施設に初めて申し込みをする場合、当日お子さんの面接があります。

　

入
所
申
し
込
み
は
、
必
要
事

項
を
記
入
し
た
提
出
書
類
を
受

付
期
間
内
に
第
１
希
望
の
施
設

の
受
付
場
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
現
在
在
園
し
て
い
る
施

設
に
継
続
し
て
入
所
す
る
こ
と

を
希
望
す
る
場
合
は
、各
施
設
、

市
役
所
子
育
て
支
援
課
ま
た
は

各
支
所
に
提
出
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
表
中
★
印
の
あ
る
施

設
へ
初
め
て
申
し
込
み
を
す
る

場
合
は
、
お
子
さ
ん
の
面
接
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
施
設
へ
行
か
れ
て
く
だ

さ
い
。

　

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

は
、
市
役
所
子
育
て
支
援
課
、

各
支
所
ま
た
は
各
施
設
に
準
備

し
て
い
ま
す
。

　

都
合
に
よ
り
所
定
の
日
程
で

手
続
き
が
で
き
な
い
場
合
は
、

11
月
30
日
㈪
ま
で
に
市
役
所
子

育
て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
第
１
次
選
考
の
対
象

は
11
月
30
日
㈪
ま
で
に
提
出
し

た
人
に
な
り
ま
す
。
入
所
の
決

定
は
、
受
付
先
着
順
等
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
①
申
請
書
類
等
一
式

②
認
印

※
詳
細
は
し
お
り
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◦
入
所
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

▽
八
女
市
役
所
子
育
て
支
援
課

こ
ど
も
保
育
係

(

☎
２
３・１
３
５
１)

▽
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園

（
1
号
）
に
つ
い
て
は
、
直
接

施
設
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度  

幼
稚
園
・

幼
稚
園
・

保
育
所
等
の
入
所
申
し
込
み

保
育
所
等
の
入
所
申
し
込
み

お
よ
び
見
学
に
つ
い
て

お
よ
び
見
学
に
つ
い
て

入
所
申
し
込
み
に
つ
い
て

手
続
き
に
必
要
な
も
の

区分 施設名 電話番号 受付会場 受付日 受付時間 

公
立

 

保
育
所

福島保育所 ★ 23・0953
各施設 11 月 2 日㈪ 

11 月 4 日㈬～ 5 日㈭ 9:00 ～ 18:30長峰保育所 ★ 22・4626
北山保育所 ★ 23・5226

私
立
保
育
所

三河保育園 22・5026
◦在園継続児
各施設または
市役所本庁 203 会議室

◦新規・転園
市役所本庁 203 会議室

11 月 2 日㈪ 
11 月 4 日㈬～ 6 日㈮

各施設＝開所時間
市役所＝ 8:30 ～
19:00

八幡保育園 22・4826
八女中央保育園 24・5254
上妻保育園 22・4426
川崎保育園 22・3213
忠見保育園 22・3060
岡山保育園 22・4726
みつとも保育園 37・1336 立花支所

（市民生活福祉係）

11 月 2 日㈪ 
11 月 4 日㈬～ 6 日㈮

11 月 2 日㈪ ･5 日㈭ ・
6 日㈮
= 8:30 ～ 17:15
 11 月 4 日㈬
= 8:30 ～ 19:00

辺春保育園　　 37・1229
黒木保育園 42・4148

黒木支所
（同上）

あゆみ保育園 42・3550
本分保育園 42・0221
木屋保育所 42・1880
矢部保育園　 47・2510 矢部支所（同上）
星野保育所星光園 52・2046 星野支所（同上）

幼稚園 福島幼稚園 22・6500

各施設

 11月2日㈪  8:00 ～ 17:00

認
定
こ
ど
も
園

さいしょうじ幼稚園 24・3412  11月2日㈪  9:00 ～ 12:00
白百合幼稚園 22・3312  11月2日㈪ 14:00 ～ 16:00
つくし幼稚園 54・2050  11月5日㈭ 14:00 ～ 17:00
ふじなみ幼稚園 42・3155  11月2日㈪  9:00 ～ 15:00

小
規
模
　

保
育
施
設

洋光はうす保育園 ★ 24・8886  11月2日㈪～ 6日㈮  8:00 ～ 18:00
さくらんぼ保育園 ★ 24・5532  11月5日㈭～ 6日㈮  9:00 ～ 17:00
どんぐりの森保育園 ★ 22・3869  11月5日㈭～ 6日㈮ 10:00 ～ 18:00

　

来
年
４
月
１
日
か
ら
の
「
幼
稚
園
・
保
育
所
等
の
入
所
申
し
込
み
」

を
下
記
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
新
規
・
転
園
の
申
し
込

み
の
場
合
で
希
望
す
る
人
は
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
事
前
に
施
設
を
見

学
し
て
く
だ
さ
い
。見
学
の
際
は
事
前
に
施
設
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
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お
土
産
付
き
）
※
当
日
受
付
に

て
支
払
い
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間
＝
10
月
15
日
㈭
～

31
日
㈯

◦
申
込
＝
「
い
に
し
え
の
道
を
復

活
さ
せ
る
会
」
森
山
さ
ん
（
☎
０

９
０
・
８
６
２
９
・
６
１
３
０
）

　

が
ん
な
ど
の
病
を
抱
え
た
患

者
や
そ
の
家
族
が
、
最
期
ま
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

る
場
所
「
メ
デ
ィ
カ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
」
を
地
域
で
実
現
す
る
た
め
の

全
国
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
当

日
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
配

信
を
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
申
込
不
要
。

◦
日
時
＝
10
月
24
日
㈯
13
時
15

分
～
16
時

◦
視
聴
方
法
＝YouTube

「
み

ど
り
の
杜
病
院
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

◦
問
い
合
わ
せ
＝
み
ど
り
の
杜
病

院
（
☎
２
３
・
０
０
０
２
）

と
一
緒
に
散
策
し
ま
す
。
フ
ァ
ミ

リ
ー
で
の
参
加
大
歓
迎
で
す
。

◦
日
時
＝
11
月
22
日
㈰
９
時
～

◦
場
所
＝
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女

（
森
林
セ
ラ
ピ
ー
）

◦
対
象
＝
小
学
生
以
上
の
健
康
な

人◦
参
加
費
＝
▽
高
校
生
以
上 

１

０
０
０
円  

▽
小
・
中
学
生 

５

０
０
円　

※
食
事
代
・
入
浴
券
・

ガ
イ
ド
代
・
保
険
料
含
む

◦
申
込
＝
10
月
15
日
㈭
か
ら
八

女
市
総
合
体
育
館
で
受
付
。
参

加
費
を
現
金
で
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
い
に
し
え
の
道
は
、
上
陽
町
下

横
山
地
区
の
山
間
部
か
ら
グ
ラ
イ

ダ
ー
山
ま
で
の
古
道
を
整
備
し
た

道
で
す
。
今
回
は
桑
川
内
ル
ー
ト

を
歩
く
予
定
で
す
。
昼
食
・
飲
み

物
は
各
自
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
23
日
㈷
、
８
時

30
分
～
16
時
※
雨
天
中
止

◦
集
合
＝
み
ん
な
の
館（
旧
尾
久
保

小
学
校
）
８
時
30
分
～
９
時
受
付

◦
募
集
人
員
＝
15
人
（
先
着
）

◦
参
加
費
＝
▽
大
人
１
０
０
０
円

▽
小
学
校
中
学
年
以
上
５
０
０

円
（
保
険
料
、
地
元
産
の
お
茶
の

等
の
作
品
を
展
示
販
売
し
ま
す
。

◦
期
間
＝
10
月
28
日
㈬
～
11
月

３
日
㈷
、
９
時
～
17
時
※
月
曜

日
休
館

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
開

放
工
房

◦
入
場
料
＝
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
２・

３
１
３
１
）

　

多
世
代
交
流
事
業
。
自
分
用

と
し
て
、
ま
た
は
、
お
す
そ
分
け

や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト

入
れ
に
も
使
え
ま
す
。
お
う
ち

時
間
を
利
用
し
て
、
の
ん
び
り
と

作
っ
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
＝
10
月
31
日
㈯
13
時
30

分
～
15
時
30
分

◦
参
加
費
＝
無
料
※
要
申
込
、
定

員
６
人

◦
持
参
す
る
も
の
＝
木
工
用
ボ
ン
ド

◦
場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

多
世
代
交
流
館
「
共
生
の
森
」

（
☎
２
２
・
２
２
５
７
）

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も

あ
り
、
本
格
的
な
山
登
り
で
は
な

く
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
敷
地
内
の

森
林
セ
ラ
ピ
ー
を「
森
の
案
内
人
」

　

各
家
庭
で
役
目
を
終
え
た
仏

壇・仏
具
を
供
養
し
処
分
し
ま
す
。

な
お
、
原
則
持
ち
込
み
で
、
事
前

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◦
日
時
＝
10
月
27
日
㈫
10
時
～

◦
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
敷
地

内 

八
女
福
島
仏
壇
元
祖
之
碑
前

※
雨
天
時
八
女
伝
統
工
芸
館
内

◦
供
養
料
＝
①
仏
壇
１
万
円
～

②
仏
具
・
小
物
３
千
円
～

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
福
島
仏
壇

仏
具
協
同
組
合
（
☎
２
４
・
３
９

４
１
）

　

八
女
手
す
き
和
紙
は
、
繊
維

が
長
く
腰
が
強
い
け
れ
ど
柔
ら
か

く
温
か
み
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。

八
女
の
和
紙
を
も
っ
と
知
っ
て
も

ら
い
、
生
活
の
中
に
彩
を
添
え
て

身
近
に
感
じ
て
欲
し
い
と
八
幡

校
区
の
「
ア
ト
リ
エKitoTe

」
で

製
作
さ
れ
ま
し
た
。
八
女
和
紙

を
こ
ん
に
ゃ
く
糊
で
加
工
し
、
シ

ワ
を
寄
せ
た
和
紙
を
使
っ
た
オ
ブ

ジ
ェ
・
あ
か
り
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー

八
女
市
民
山
登
り

（
今
年
は
森
林
セ
ラ
ピ
ー
）

お
知知

ら
せ

「
い
に
し
え
の
道
」

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
（
第
２
回
）

第
３
回
日
本
メ
デ
ィ
カ
ル

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
学
会
in
八
女

新
聞
紙 

エ
コ
バ
ッ
グ
作
り

仏
壇
感
謝
供
養
祭

第 65 回 
八女総合
文化祭

中
止

総合芸能祭、写真展、水墨展、
茶会、華道展、謡曲大会、俳
句会
※短歌大会は詠草のみ

単
独
開
催

美術展 11/3 ㈷～
　18 ㈬ 〈開催場所〉

岩戸山歴史
文化交流館書道展 2/2 ㈫～

　14 ㈰
第 49 回

くろぎ文化祭 すべて中止

第 45 回帰居祭
（坂本繁二郎画伯の

遺徳を偲ぶ式典 )

11/3 ㈷
規模を縮小して関係
者のみでの開催

イベントの規模縮小・
中止のお知らせ

次のイベントは新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、中止・規模縮小になりました。
◦問い合わせ＝文化振興課（☎ 23・1982）

「
和
紙
の
あ
る
暮
ら
し
・
八

女
」
展

も
よ
お
し

も
よ
お
し

献血にご協力ください
　八女市献血推進協議会
　（☎23・0294）

【場所】ふじの里
【日時】11月20日㈮
 10時～ 12時30分
 13時30分～ 15時30分

健康ポイント事業

※献血は八女市健康ポイント対象事業です
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㈯
９
時
～
17
時
30
分
▽
11
月
21

日
㈯
９
時
～
16
時
30
分

◦
定
員
＝
10
人
（
先
着
順
）

◦
申
込
期
間
＝
10
月
15
日
㈭
～

11
月
５
日
㈭

◦
場
所
＝
八
女
市
立
花
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
が
や
き

◦
対
象
＝
15
歳
以
上
で
全
日
程

受
講
可
能
な
人
。
八
女
市
在
住

ま
た
は
市
内
の
事
業
所
勤
務
の

人
で
、
八
女
市
介
護
人
材
バ
ン
ク

に
登
録
い
た
だ
け
る
人
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
株
式
会

社
リ
セ
ス
（
☎
０
９
４
２
・
５
２
・

４
８
８
７
）

　

認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精

神
障
が
い
に
よ
り
判
断
能
力
が

十
分
で
な
い
人
の
た
め
に
成
年
後

見
制
度
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
制
度
は
十
分
利
用
さ
れ
て
お

ら
ず
、
国
は
平
成
28
年
に
「
成

年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
関

す
る
法
律
」
を
施
行
し
ま
し
た
。

八
女
市
に
お
い
て
も
利
用
が
進
ん

で
い
な
い
現
状
が
あ
り
、
判
断
能

力
が
十
分
で
な
い
人
に
と
っ
て
成

年
後
見
制
度
が
利
用
し
や
す
い

も
の
と
な
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
で
す
。
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
を

目
的
に
、
基
本
計
画
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
策
定
し

て
い
る
基
本
計
画
（
案
）
に
つ
い

て
公
開
し
、意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◦
閲
覧
場
所
＝
介
護
長
寿
課
お

よ
び
各
支
所
市
民
生
活
福
祉
係
、

八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

◦
期
間
＝
10
月
16
日
㈮
～
11
月

◦
日
時
＝
11
月
13
日
㈮
、
27
日

㈮
17
時
30
分
～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
４
年
生
～
６
年
生

◦
参
加
費
＝
▽
一
般
６
０
０
円

▽
会
員
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク

ラ
ブ
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　

八
女
市
立
花
公
民
館
講
座
の

追
加
募
集
。ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
法
、

活
用
法
と
航
空
法
な
ど
実
習
を

交
え
て
学
び
ま
す
。

◦
対
象
＝
高
校
生
以
上

◦
日
時
＝
11
月
14
日
㈯
14
時
～

16
時

◦
場
所
＝
旧
上
辺
春
小
学
校

◦
保
険
料
＝
１
０
０
円

◦
定
員
＝
４
人
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

◦
締
切
＝
10
月
28
日
㈬
17
時

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
働
く
女

性
の
家
（
☎
３
７
・
１
５
２
２
）

　

東
公
民
館
講
座
第
３
弾
。
調

理
や
家
事
の
負
担
を
軽
減
し
た

り
、
生
活
を
豊
か
に
し
た
り
と
家

電
は
進
化
し
続
け
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
便
利
家
電
の
使
い
方
を
九

州
電
力
ホ
ー
ム
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か

ら
学
び
ま
す
。
受
講
料
無
料
。

◦
日
時
＝
11
月
20
日
㈮
13
時
受

付
～
15
時
30
分

◦
対
象
＝
一
般
（
10
人
）

◦
申
込
期
間
＝
10
月
15
日
㈭
～

10
月
31
日
㈯
※
申
込
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。　

◦
申
込
・
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝

八
女
市
東
公
民
館
（
☎
２
３
・
５

２
７
６
）
月
～
土
曜
９
時
～
17
時

◦
期
間
＝
11
月
21
日
～
2
月
27

日
の
毎
週
土
曜
全
14
回
、
９
時

～
17
時
※
１
月
２
日
㈯
は
休
み

◦
会
場
＝
し
か
く
の
学
校
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
筑
後
教
室
（
筑
後
市
大

字
富
久
１
２
４
の
１
）

◦
定
員
＝
７
人
（
託
児
あ
り
）　

◦
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

７
５
０
０
円
は
自
己
負
担
）

◦
申
込
締
切
＝
11
月
11
日
㈬

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
２
・
３
２
・
１
１
４
０
）

◦
内
容
＝
「
同
行
援
護
従
事
者

研
修
講
座
」
視
覚
障
が
い
者
が

外
出
す
る
際
に
必
要
な
移
動
に

関
す
る
一
般
的
な
知
識
お
よ
び
技

術
を
習
得
し
ま
す
。
受
講
料
無

料
、
テ
キ
ス
ト
代
実
費

【
土
曜
の
３
日
間
コ
ー
ス
】

◦
日
時
＝
▽
11
月
７
日
㈯
・
14
日

介
護
職
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

八
女
市
成
年
後
見
制
度
利
用

促
進
基
本
計
画（
案
）
に
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

介
護
職
員
初
任
者
研
修
講
座

便
利
家
電
で
時
短
生
活

募
　
集

募
　
集

　ごみの野外焼却は、「廃棄物の
処理及び清掃に関する法律」で禁
止され、違反者に対しては、罰則
も設けられています。
　農作業やほっけんぎょう等の行
事など「焼却禁止の例外」の場合
でも生活環境への配慮が必要で
す。近隣の人から『悪臭がする』『煙
で洗濯物が干せない』と言った苦
情が出ないように心がけましょう。
◦問い合わせ＝環境課（☎２３・
１４６２）

短
期
子
ど
も
体
操
教
室

は
じ
め
て
の
ド
ロ
ー
ン
講
座

教
室
・
講
座

教
室
・
講
座

●●●●●●●●●●●●●
　岩戸山古墳の別区から星空観察会を
開催します。
◦日時＝ 10 月 31日㈯ 19 時～ 20 時 30
分※雨天決行◦定員＝小学生親子 10 組

（先着順）◦参加費＝ 200 円（1 組）
◦受付＝ 10 月 20 日㈫から◦申込＝電
話またはファクス（月曜日は休館のため
受付不可）◦会場・問い合わせ＝岩戸
山歴史文化交流館「いわいの郷」

（☎ 24・3200 ／ N 24・3210）

岩戸山 親子星空観察会

八女市岩戸山歴史文化
交流館「いわいの郷」

ご
み
の
野
外
焼
却

は
原
則
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
！

★【八女市合併 10 周年記念事業・八
女市岩戸山歴史文化交流館「いわいの
郷」開館 5 周年記念事業について】★
　10 月17 日㈯に開催する標記イベント
は当初 40 人の定員でしたが、国の方針
が緩和されたため定員 100 人で開催し
ます。申し込みは締め切りました。
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１
４
９
０
／
O
２
２
・
２
１
８

６
／
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新
た
に
農
業
を
始
め
た
い
と

考
え
て
い
る
人
、
農
業
研
修
を
体

験
し
た
い
人
、
農
業
に
興
味
が
あ

る
人
を
対
象
に
、「
農
業
研
修
体

験
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
汚
れ
て

も
大
丈
夫
な
動
き
や
す
い
服
装

で
お
願
い
し
ま
す
。（
筆
記
用
具
、

作
業
着
、
長
靴
、
雨
具
等
を
ご

準
備
く
だ
さ
い
）

◦
日
時
＝
11
月
15
日
㈰
９
時
30

分
集
合
～
15
時
頃
終
了
（
予
定
）

◦
集
合
場
所
＝
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八

女
本
店
別
館
前
駐
車
場
（
八
女

市
本
村
４
２
２
）
※
当
日
は
Ｊ
Ａ

ふ
く
お
か
八
女
本
店
別
館
前
に

集
合
し
、
そ
の
後
就
農
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
誘
導
し
ま
す
。

◦
体
験
内
容
＝
▽
就
農
支
援
セ

ン
タ
ー
施
設
の
見
学
お
よ
び
農
作

業
体
験
▽
施
設
で
の
研
修
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
等
に
つ
い
て
▽
管
内
市

町
（
八
女
市
・
筑
後
市
・
広
川
町
）

の
就
農
支
援
に
つ
い
て

◦
募
集
人
員
＝
10
人
程
度

◦
参
加
費
＝
無
料
（
昼
食
は
自

己
負
担
。
お
弁
当
持
参
も
Ｏ
Ｋ
）

◦
申
込
期
限
＝
11
月
10
日
㈫

◦
申
込
＝
八
女
農
業
協
同
組
合

営
農
指
導
部
農
業
振
興
課
担
当

荒
巻
さ
ん
（
☎
２
３
・
１
３
７
８
）

　

昭
和
52
年
（
１
９
７
７
年
）

３
月
以
前
に
建
築
さ
れ
た
事
業

用
建
物
（
工
場
や
倉
庫
、
ビ
ル
、

マ
ン
シ
ョ
ン
等
共
同
住
宅
の
共
用

部
分
等
）
の
照
明
器
具
お
よ
び

屋
外
灯
に
は
有
害
性
の
あ
る
Ｐ
Ｃ

Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）
を

含
む
安
定
器
が
使
用
さ
れ
て
い
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
※
一
般
家

庭
用
の
蛍
光
灯
等
の
安
定
器
に

は
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
使
用
さ
れ
た
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
安
定
器
は
令
和

３
年
（
２
０
２
１
年
）
３
月
31

日
ま
で
の
処
分
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
所
有
し
て
い
る
人

は
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
（
中
間
貯
蔵
・
環

境
安
全
事
業
株
式
会
社
）
と
処

理
委
託
契
約
を
締
結
し
、
期
間

内
に
必
ず
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
環
境
部

廃
棄
物
対
策
課
計
画
指
導
係（
☎

０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
６
３
）

福
岡
県
Ｈ
Ｐ「
福
岡
県　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
」

検
索

週
間
に
あ
わ
せ
、
人
権
メ
ッ
セ
ー

ジ
（
標
語
）
を
募
集
し
ま
す
。

日
頃
の
人
権
に
対
す
る
思
い
を

メ
ッ
セ
ー
ジ
（
標
語
）
に
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
た
く
さ
ん
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
応
募
資
格
＝
小
学
生
・
義
務

教
育
学
校
前
期
課
程
お
よ
び
特

別
支
援
学
校
小
学
部
以
上
の
年

齢
で
、
八
女
市
に
住
ん
で
い
る
か

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

◦
応
募
区
分
＝
①
小
学
生
・
義

務
教
育
学
校
前
期
課
程
お
よ
び

特
別
支
援
学
校
小
学
部
の
部

②
一
般
の
部

◦
募
集
期
間
＝
11
月
６
日
㈮
ま

で
※
必
着

◦
応
募
方
法
＝
作
品
を
記
載
し
た

官
製
は
が
き
ま
た
は
用
紙
（
様

式
は
自
由
）
に
応
募
区
分・氏
名・

住
所・電
話
番
号・学
校
名・学
年・

勤
務
先
（
八
女
市
外
に
お
住
ま

い
の
人
の
み
）
を
明
記
し
、持
参・

郵
便
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

◦
入
賞
お
よ
び
賞
品
（
応
募
区

分
ご
と
）＝
▽
特
選
１
点（
賞
状・

図
書
カ
ー
ド
３
０
０
０
円
分
）

▽
入
選
３
点
（
賞
状
・
図
書
カ
ー

ド
１
０
０
０
円
分
）

◦
注
意
事
項
＝
①
応
募
作
品
は
一

人
３
点
ま
で
、
自
作
・
未
発
表
に

限
り
ま
す
。

②
受
賞
作
品
の
著
作
権
は
八
女

市
に
帰
属
し
、
市
の
人
権
啓
発

事
業
に
活
用
し
ま
す
。

◦
応
募
・
問
い
合
わ
せ
＝
人
権
・

同
和
政
策
・
男
女
共
同
参
画
推

進
課
人
権
啓
発
係
（
☎
２
３
・

16
日
㈪

◦
意
見
の
提
出
方
法
＝
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
基
本
計
画
へ
の

意
見
を
明
記
し
、
次
の
①
～
④

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

①
閲
覧
窓
口
提
出 

②
郵
送
（
〒834-8585
八
女

市
本
町
６
４
７
介
護
長
寿
課
地
域

包
括
支
援
係
あ
て
）

③
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
３
０
・
１
５
０
５
）

④
電
子
メ
ー
ル

（chiikihokatsushienkakari@
city.yam

e.lg.jp

）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
地

域
包
括
支
援
係
（
☎
２
３
・
１
２

０
３
）

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
の
人
権

人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ（
標
語
）募
集

Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
安
定
器
の
期
間

内
処
分
を
お
願
い
し
ま
す

Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女 

農
業
体
験
会（
施
設
見
学
会
）

一
　
般

一
　
般

　「親元から離れて暮らしてみたい」「一
人暮らしをしたいけど、自信がない」「施
設からの自立にチャレンジしたい」「自
分のリズムで生活したい」など、障が
いのある人で、将来自立を希望する18
歳以上の人を対象に、常時連絡体制を
整えた「一人暮らしの自立体験ルーム

（場所：八女市高塚、民間アパートの１
室）」を開設しまし
た。自立体験を通
して、一人暮らし
のイメージを作り、
今後の人生設計を
考えるきっかけを目
的にサービス提供
しています。

◦料金＝１日1,500 円（家賃・光熱水費・
備品代込み）
◦利用日数＝延べ 50 日利用でき、連
続 50 日も可能。「１週間ずつ利用した
い」など自由にアレンジできます。自立
体験ルームには、生活に必要な家電を
常設しています。
◦利用問い合わせ＝八女地区障害者地
域生活支援拠点センターすいれん

（☎３０・３１１０）

【障がいのある人】 
一人暮らし自立体験
ルーム利用者を募集
します



122020.10.15　広報八女

■4か月さん集まれ（6月生まれ）
「ベビータッチ」
◦11/5 ㈭ 10:00 ～ 12:30 ／飲み
物持参、参加費あり／要申込
■赤ちゃんRoom・相談Room
◦11/5 ㈭・19 ㈭ 13:30 ～ 15:00
／参加費あり／要申込
■マタニティさん集まれ♪

「妊婦さん体すこやか教室」
◦11/14 ㈯ 10:00 ～ 12:30 ／託児
あり／要申込
■パパママ集まれ！

「ドッグセラピー」
◦11/15 ㈰ 10:00 ～12:00 ／飲み
物持参／要申込
■移動図書館の日
◦11/25 ㈬ 10:30 ～ 11:10

■つくろうね
「からからぽっとんおもちゃ」
◦11/10 ㈫ 10:30 ～ 12:00 ／定員
あり／託児あり／参加費 200 円／要
申込（11/7 ㈯まで）
■はっぴぃバースデー「あやちゃん
ばぁばのお話」◦ 11/17 ㈫ 10:30
～ 11:30 ／要申込 (14 日㈯まで )

■ほんの森ぶっくるん
「移動図書館のバスが来ます」
◦11/10 ㈫10:30 ～
■すてきな誕生会♡

「11月生まれの誕生会」
◦11/19 ㈭ 10:00 ～／要申込み／

親子 5 組／なかよし文庫のおはなし
■すくすく子育て「エッグタルト作
り、黒ゴマプリン作り」
◦11/12 ㈭ 10:00 ～／親子 5 組／
要申込／参加費 300 円
■わ・わ・WA！「秋の散歩」
◦11/5 ㈭ 10:00 ～／親子 5 組／要
申込

■ 10:00 ～ 13:00
▽上陽公民館   11/6 ㈮
▽東公民館   11/10㈫
▽長峰保育所 2 階 　11/4 ㈬、18 ㈬
▽かがやき　11/24㈫
▽矢部基幹集落センター  11/25㈬
▽室岡公民館   11/27 ㈮
■ 10:00 ～ 16:00
▽出張ひろばトゥインクル
11/5 ㈭、12 ㈭、19 ㈭、26 ㈭

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問 ☎24・9090

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問 ☎24・8814

子育ち支援掲示板 11 月 ※子育ち…子ども自身が、自らの
力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問 ☎42・3301

11月1日（日）
八媛病院（本） 22・4176
しばた医院（上陽町） 33・7373
堤歯科医院（立花町） 　 37・1470
長崎眼科クリニック（本村）22・6123
11月3日（祝）
城戸医院（鵜池） 23・5303
今村循環器内科（黒木町） 33・2115
山口歯科医院（筑後市）　0942・53・3256
宮城耳鼻咽喉科（筑後市）   0942・52・8733
11月8日（日）
麻生医院（宅間田） 23・5800
後藤内科医院（上陽町） 54・2221
森田歯科医院（山内） 24・3055
大渕耳鼻咽喉科クリニック（本村）23・2811
11月15日（日）
いしもと小児科（岩崎） 22・7111
矢部診療所（矢部村） 47・2700
永田歯科医院（宅間田） 22・3511
冨田眼科医院（本村） 23・3455
11月22日（日）
山田医院（東唐人町） 23・4853
辺春診療所（立花町） 36・0010
久保田歯科口腔外科医院（広川町）32・0216

11月23日（祝）
江上内科（本町） 　　 24・0113
原医院（黒木町） 42・0336
有吉歯科クリニック（筑後市）0942・27・9844
11月29日（日）
藤本産婦人科・小児科（東宮野町）23・2733
林医院（立花町） 23・5557
いまやま歯科（広川町） 32・7020

▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）23・4131
柳　病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（納楚） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市）0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付（19:00～ 21:30）
［月・水・金］公立八女総合病院 （23・4131）
［火・木］筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付（9:00 ～ 14:30）
【11月】1㈰・15㈰・23㈷・29㈰
　　公立八女総合病院 （23・4131）

【11月】8㈰・22㈰
　　筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼県小児救急医療電話相談（19:00～ 7:00）
県指定健康相談事業者   ♯ 8000

11月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので
電話で確認してください。✚

【休日当番薬局】  （http://ycpa.
info）で確認することができます。

知って安心！賢く使おう
ジェネリック医薬品

　10 月17日から
23日までは「薬
と健康の週間」で
す。医療保険制
度の安定のために、
ジェネリック医薬品を使用
しましょう。お薬手帳は安
心して薬を使用するため
の大切な記録です。医療
機関や薬局に必ず持って
行きましょう。
※今月号の広報紙と一緒
にジェネリック医薬品の
リーフレットも同封してい
ますのでご覧ください。
◦問い合わせ＝健康推進
課国民健康保険係
（☎ 23・1116）
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おりなす八女     イベント情報 お問合せ
おりなす八女（☎22・5332）♪

主催：NPO法人おりなす八女文化事業振興会・八女市

※会期変更のお知らせ※
10 /13(火) ～10 /24㈯ 10/13(火)～10/21(水)

（回廊）
→

11月 イベント情報 おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/
開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 主催 FAX 番号

11/7㈯

令和２年度八女市「市民との協働によるまちづくり提案事業」
不登校支援・子育て自分育ての応援団！
第2 回「みんなちがって みんないい」講演会
演題：心がかぜをひくとき ‐ “ 安心感 ” と自立 ‐
講師：吉村春生先生 ー臨床心理士ー
西九州大学非常勤講師「教育相談 ‐カウンセリング」を担当
佐賀大学教育学部小学校教員養成課程 (教育心理選修)卒業

はちひめ
13:30

～
15:30

参加費：500 円
18歳以下・学生無料
会場とオンライン
参加が選べます。

ひまわりの会
八女・筑後

FAX 申込先
0942・
27・8434

令和２年

政府「新型コロナウイルス感染症対策分科会」において、客席で声を出さないイベントに限り「50％以内」の制限は撤廃
され満席が認められました。来 る 10 月 25 日（日）「千住真理子ヴァイオリン・リサイタル」公演時につきましても、検温・
手洗い・マスク着用など、徹底した感染症対策をご来場の皆さまへお願いするとともに、スタッフ一同、安全確保に万全
を期する所存でございますので、安心してご来場くださいますようご案内申し上げます。

※公演延期のお知らせ※

藤巻亮太 Acoustic Live 2020 １１月２９日 (日) １6:00 開演

10/25(日)
（全席指定） 一般 3,500 円                                              

友の会 3,000 円                                             

〈 プログラム 〉

１5:00開演 ハーモニーホール

ドヴォルザーク スラブ舞曲 第 2 番
サラサーテ ツィゴイネルワイゼン ほか

ベートーヴェン アダージョ・カンタービレ ～「悲愴ソナタ」より
ラフマニノフ ヴォカリーズ

J.S. バッハ
第3番より 「プレリュード」
無伴奏ヴァイオリンのためのパルティータ

千住真理子ヴァイオリン・リサイタル

KiyotakaSaito(SCOPE)C

ストラディヴァリウス
"デュランティ" の
美しい音色をお聴き
ください♫

今年デビュー 45周年
を迎え、今年秋、
7年ぶりの再公演♪

11/28(土) ハーモニーホール
800 円                                              （全席自由） 

１7:00開演

（ 全席自由 )                                               
12/6(日) ハーモニーホール１6:00開演

一般一般 2,000 円円                                                                                            友の会 1,000 円                                             

クインテット深町宏 plus1
アイワナビーラブド

テネシーワルツ
モーツァルト No.40
マンハッタンブリーズ

〈プログラム〉

〈出演者〉
ほか

緒方公治
深町 　宏

（ピアノ）
（サックス）

木下恒治（ドラム）
松下一弘（ベース）

関家慎一郎（パーカッション）

久米博之（ギター）

☎ 090・7454・0892主催・お問合せ : 同合唱団
チケット発売は同合唱団の電話にて受付いたします。

高校生以下 1,000 円                                             

チケット発売中

Screen Music Selection 中村 透先生を偲んで

合唱組曲「磐井の譜」～ 音恵 ～

ほか ほか

パイレーツ オブ カリビアン

スタンド バイ ミー

66

丸山 豊 作詩／中村 透 作曲

チケット好評発売中

【PC・スマホ申込先】
 「peatix ひまわりの会八女・筑後」で検索

【FAX 申込記入内容】参加
者氏名(ふりがな)・連絡先
(電話番号かメールアドレス)

9:00～17:00



児童生徒に八女茶を

　9月15日㈫ＪＡふくおか八女（鵜木髙春組合長）から、八女市立の全
小中学生に八女茶の一番茶（150㌘入り3袋）が贈呈されました。今年は
新型コロナウイルス感染症の影響により、お茶の販売量が減少し、価格も
下落しています。このためJAでは、国が実施する茶販売促進緊急対策事
業を活用して管内の全市立町立の小中学校を対象に八女茶を配布する事業
を実施しています。児童・生徒への一番茶パックの贈呈は来年2月にも実
施予定で、鵜木組合長は「八女市の児童・生徒の家庭でも、これを機会
に急須で飲む八女茶のおいしさを家族で味わってもらいたい」と話しました。

義援金を預かりました

　八女市行政区長会（上嶋忠明会長）
は、令和2年7月豪雨被災地への義
援金を三田村市長へ寄託しました。こ
の義援金活動は、同会が地区代表21
人を通じ市内
の全行政区
長へ呼びかけ
て集められた
ものです。お
預かりした義
援金は、八女
市を通じて被
災地へ届けま
す。

金
きん

烏
う

の御旗を前に神事

　南北朝時代、南朝方の征西将軍懐
良親王を補佐役として支えた五條頼元
を始祖とする五條家の歴史や宝物を伝
承する『五條家神事』が9月22日㈷、
黒木町大渕の五條家でありました。例
年、宝物は一般公開されていますが、
今年はコロナウイルス感染症拡大防止
のため、関係者のみが参加。25代当
主五條元滋さんが、後醍醐天皇から4
人の皇子に下

か
賜
し
され唯一現存する「金

烏の御旗」（国指定重要文化財）など
を前に神事を執り行いました。

　明治安田生命保険相互会社（中平泰弘久留米支社長）から「私
の地元応援募金」として寄附金をいただきました。これは、同社
が実施している社会貢献活動の一環で、新型コロナウイルス拡大
防止に従事している皆さんに対して何かできることはないかと行
われた取り組みです。9月23日㈬に行われた贈呈式で、中平さ
んは「社会全体が元気を取り戻すことを願い、ますます地域に密
着し連携できれば」と三田村市長に話しました。

寄附金をいただきました

南中学校に通級指導教室が開設

　南中学校に通級指導教室「さくら教室」が開設され、10月1日
㈭に開級式が校舎内で行われました。通級指導教室とは、発達
上に困難さがある通常学級在籍の児童生徒に、本人にあった個別
学習や少人数のグループ活動などの特別な指導を週に1回程度

行う教室です。来年度は、
「さくら教室」の対象者
を八女市立の中学校・義
務教育学校後期課程に
通う生徒とします。興味
のある人は、在籍の学校
にご相談いただくか、学
校教育課へお問い合わ
せください。
◦問い合わせ＝学校教育
課（☎23・1954）「さくら教室」開級式の様子

▽裏面にはお茶のいれ
方の説明が載っています

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています広報八女 2020［令和２年］10月15日号
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